
 

夢
が
持
て
る
郡
山
市
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
発
信
を
望
み
た
い
。と
は
書
い
た

が
。▼
十
二
月
の
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ

ン
を
目
標
に
あ
わ
せ
桜
の
時
期
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
開
始
。始
め
は
喜
久
田

藤
田
川
ま
で
花
見
ラ
ン
。▼
走
り
始

め
る
と
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
し

た
く
な
る
。梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て

東
和
ロ
ー
ド
レ
ー
ス1

0
k
m

一
四

年
振
り
に
出
場
。▼
高
校
一
年
の
仮

装
行
列
の
写
真
を
き
っ
か
け
に
五

十
年
ぶ
り
同
級
会
。
十
六
人
が
出

席
。▼
安
積
歴
史
博
物
館
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
設
置
。安
積
高
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
Ｏ
Ｂ
美
術
展
開
催
。ほ
と

ん
ど
を
熊
田
喜
宣
の
指
導
で
進
め

た
。
▼
絵
本
作
家
本
信
公
久
に
猫
の

写
真
を
送
っ
た
。一
月
後
ミ
ュ
ウ
ち

ゃ
ん
の
可
愛
い
絵
が
出
来
上
が
り

届
い
た
。▼
十
月
ま
で
は
順
調
な
ラ

ン
ニ
ン
グ
。
体
重
も4

k
g

痩
せ
た
。

田
ん
ぼ
の
中
は
黄
金
の
波
が
す
ば

ら
し
い
。こ
の
感
想
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
朝
一
番
の
投
稿
で
放
送
さ
れ
た
。

多
く
の
友
人
か
ら
「
聞
い
た
よ
」
と

報
告
有
り
。▼
皮
肉
な
事
に
そ
の
放

送
の
週
か
ら
頻
脈
発
生
。ラ
ン
ニ
ン

グ
は
中
止
。恒
例
安
積
高
校
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
は
体
を
い
た
わ
り
な
が
ら

何
と
か
完
走
。
▼
郡
山
街
お
こ
し
、

報
道
人
、
経
済
人
、
元
祖
マ
ル
チ
人

間
今
泉
正
顕
氏
死
去
。
京
都
一
保
堂

煎
茶
薫
風
に
化
け
る
と
は
さ
す
が

文
化
人
。▼
飼
主
よ
り
わ
た
し
が
好

き
な
隣
の
愛
犬
マ
ー
君
。号
令
一
つ

で
車
に
乗
車
す
る
よ
う
に
躾
け
た
。

▼
大
学
時
代
の
コ
ー
ラ
ス
仲
間
集

ま
る
。四
十
年
ぶ
り
の
即
席
コ
ー
ラ

ス
は
私
の
ブ
ロ
グ
のY

ou
T

u
b
e

に

▼
私
の
父
は
要
介
護
。母
は
要
支
援
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サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
昔
か
ら
の
知
合
い
、
こ
の
１
年
お
世
話
に
な
っ
た
あ
な
た
に
。
ブ
ロ
グ
も
チ
ェ
ッ
ク
く
だ
さ
い
。 

だ
が
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設
で
の
し

き
り
役
。
義
父
は
つ
い
に
免
許
返

上
、
そ
の
連
れ
あ
い
を
老
々
介
護
。

義
母
は「
ボ
ケ
て
い
る
ふ
り
を
し
て

い
る
」
が
口
癖
。
▼
昨
年
ロ
ケ
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
坂
の
上
の
雲
』
始
ま

る
。我
が
安
積
歴
史
博
物
館
は
バ
ル

コ
ニ
ー
玄
関
。高
橋
是
清
授
業
風
景

（
復
元
教
室
）
。
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の

海
軍
兵
学
校
（
講
堂
）
。
秋
山
の
父

が
訪
問
す
る
警
察
署
（
校
長
室
）
と

四
場
面
で
使
わ
れ
た
。各
回
最
後
に

【
安
積
歴
史
博
物
館
】と
出
る
と
涙

を
ち
び
っ
ち
ゃ
う
。▼
冬
に
な
っ
て

ラ
ム
が
私
の
寝
床
に
。尻
尾
を
パ
タ

パ
タ
す
る
と
脚
が
く
す
ぐ
っ
た
い
。

▼
今
年
の
年
末
第
九
は
郡
山
商
管

弦
学
部
＋
ソ
リ
ス
ト
二
期
会
豪
華

メ
ン
バ
ー
。
合
唱
に
同
級
生
渡
辺
佑

司
と
Ｆ
Ｆ
メ
ン
バ
ー
が
参
加
。 

村
田 

英
男
の 

気
ま
ぐ
れ
年
末
状 

賀
状
欠
礼
の
方
に
も
届
き
ま

す
。
無
礼
、
ご
容
赦
下
さ
い
。 

▼
昨
年
か
ら
ブ
ロ
グ
を
始
め
多
く

を
そ
こ
か
ら
転
載
▼
う
ち
の
女
王

様
の
中
高
時
代
の
友
人
が
来
た
。趣

味
で
短
歌
の
本
も
自
費
出
版
し
て

い
る
。
お
互
い
に
亭
主
の
話
を
し

た
。
一
句
作
っ
て
頂
い
た
。
「冠
婚

葬
祭
、
銀
行
用
、
亭
主
元
気
で
留
守
が
良

い
」。
▼
郡
山
市
民
に
よ
る
演
奏
会

形
式
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
。
ゲ
ネ

プ
ロ
と
本
番
と
二
日
間
楽
し
ま
せ

て
頂
い
た
。ち
ょ
っ
と
練
習
足
り
な

か
っ
た
か
な
。
▼
原
正
夫
市
長
二
期

目
始
動
。
四
年
間
の
反
省
を
踏
ま

え
、１
、ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
決
断
２
、
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